
                      

令和７年度 北海道 HTLV-1母子感染予防対策研修会開催要領 

 

１ 目的 

  HTLV-1ウイルスはヒトのリンパ球に感染するウイルスで、感染者の一部の方が感染後数十年の

のちに成人 T細胞白血病 （ATL）という血液がんや HTLV-1関連脊髄症（HAM）という神経難病な

どを発症。日本では、九州や沖縄等を中心に 100万人以上の感染者がいるとされており、感染ル

ートは主に母乳を介した母子感染と性交渉による感染である。 

  2011年から国の HTLV-1総合対策がはじまり、HTLV-1による新たな感染や発症者の減少に向け

ては、妊婦の HTLV-1抗体検査や保健指導カウンセリングなどの適切な実施により母子感染を予

防していくことが重要である。 

そこで、道内の医療機関の医師、助産師、看護師、市町村、保健所の職員等が HTLV-1母子感

染対策に必要な専門的知識を習得することにより、HTLV-1母子感染予防のための検査体制や相談

支援機能の充実を図り、医療機関や市町村、保健所など関係機関の連携及び支援体制を整備する

ことを目的として、本研修会を開催する。 

 

２ 対象（定員：200名） 

（１）HTLV-1母子感染対策に携わる医療機関の医師、助産師、看護師等の医療従事者 

（２）HTLV-1母子感染対策に携わる医療機関の相談窓口等の担当者 

（３）HTLV-1母子感染対策に携わる市町村、保健所、関係機関の職員、キャリアの方 

 

３ 参加費 無料 

 

４ 開催日程・方法 

（１）日時  令和８年（2026年）２月 14日（土）14：00～16:30 

（２）方法  Zoomによるオンライン開催 

 
５ 主催  北海道 

 

６ 後援（予定） 一般社団法人北海道医師会、一般社団法人札幌市医師会 

 

７ プログラム 

時 間 内    容 

13:40～ 入室開始 

14:00～ 開 会・挨 拶 

14:05～14:30 報 告「妊婦健診における HTLV-１抗体検査及び支援体制等調査結果について」 

報告者 北海道保健福祉部子ども政策局子ども政策企画課 星 春 

14:30～15:30 

 

講 演  「HTLV-1の基礎知識と母子感染対策について」（仮） 

講 師 昭和医科大学 客員教授/東京大学 名誉教授  内丸 薫 氏 

15:30～16:15 実践報告「HTLV-１キャリアの母親の意思決定を尊重した関わりについて」 

報告者 日本赤十字看護大学 母性看護学･大学院国際保健助産師学  

講師 稲田 千晴 氏  

16:15～ 質疑応答・意見交換 

※ 本研修会は北海道医師会の承認を得て、日本医師会生涯教育講座として開催予定です。 

 

８ 申込方法 

 ・裏面掲載の URL又は QR コードより申込みフォームにアクセスしお申し込みください。 

 ・開催数日前に申込時に記入いただいたメールアドレス宛てに、zoomの ID等を送付いたします。 



                      

 【インターネット】 

  https://www.harp.lg.jp/G3Sxk3Yo 

 【LGWAN】 

  https://cloud.harp.asp.lgwan.jp/id=G3Sxk3Yo 

 

９ 申込期限 

  令和８年２月６日（金） 

 

10 お問い合わせ先 

  北海道保健福祉部子ども政策局子ども政策企画課（担当：星） 

  Email：hoshi.haru@pref.hokkaido.lg.jp 

電話：011-206-6343（直通） 

＊QR コードは、(株)デンソーウェーブの 

登録商標です。 

 

https://www.harp.lg.jp/G3Sxk3Yo
https://cloud.harp.asp.lgwan.jp/id=G3Sxk3Yo

